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令和８年度 東京都立日野高等学校 学校経営計画 

 

                                 東京都立日野高等学校長 

                                      米 山 琢 児 

Ⅰ 目指す学校 

１ 教育目標 

（１）自主・協調の精神を養う 

（２）知性を高め、体力の向上を図る 

（３）豊かな心を培う 

２ 目指す学校像 

（１） スクール・ミッション 

選択科目を充実させ、一人一人の進路希望に即した丁寧な指導を行うことで、進路の実現を 

目指します。学習活動を通じて自ら進んで学び、体力の向上を図ることのできる生徒、学校行

事を含めた日々の生活の中で、自主性や協調性の精神を養うとともに、他者の気持ちに寄り添

うことのできる豊かな心をもった生徒を育成します。 

（２） スクール・ポリシー 

① グラデュエーション・ポリシー 

※すべての教育活動を通して、次の３つの能力の伸長と獲得を目指します。 

〇自分の長所・短所を理解し、よりよい人生を生きようと前向きに努力する力 

〇何事にもあきらめずに分析や考察を行い、柔軟な思考で課題解決に向き合うことのできる力 

  〇社会人としてのルールやマナーを遵守し、周囲と誠実に向き合える力 

② カリキュラム・ポリシー 

  〇基礎学力の確実な定着を図り、多様な選択科目から、自らの進路や興味関心に応じて学びを

深めることで、生徒一人一人の進路の実現を目指す。 

   〇体力の向上、感性の高まり、実生活の課題解決力を育み、未来を生き抜く力を目指す。 

③ アドミッション・ポリシー 

   〇本校への入学を強く希望し、日々の学習に真剣に取組み、学力向上を目指し、常に努力を惜

しまない生徒 

   〇中学校において、生徒会活動や部活動、その他学校内外の活動等に積極的に取組んできた生

徒で、入学後も継続して活動する意志のある生徒 

 

Ⅱ 中期目標と方策 

 １ 生徒の学力向上、情報教育の推進を図り、ＧＭＡＲＣＨ以上の大学合格実績の増加  

学校全体で生徒の学力向上を図り、ＧＭＡＲＣＨ以上の大学合格実績を向上させる。あわせて 

学期中や土曜活用日及び夏季、冬季休業日中の補習、補講を充実させる。また、デジタル技術や

探究活動を活用した教育の推進を行う。更に、教員の資質・能力、授業力を向上させるために授

業公開や教員相互の授業参観、校内悉皆研修（ＤＸ、探究推進、生徒総合支援研修会）、学校評価

等を活用する。 

２ 生徒の第一志望進路への諦めない進路指導の推進  

生徒の第一進路希望を実現するために、三年間を見通した系統的な進路計画を展開し、進路情

報や指導内容の共有化、データを基にした組織的な進路指導体制を構築する。更に、探究的な取

り組みを組織的に充実させ、探究活動や情報授業を活用した進路開拓を推進する。また、保護者

対象の講演会や保護者会、三者面談等の実施等、家庭と一体となった進路指導を進める。 

３ 交通安全教育の徹底と基本的な生活習慣と規範意識の涵養 

  命にかかわる交通安全に関心を持たせ、自転車ヘルメットの着用を積極的に指導する。また、
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生徒の基本的な生活習慣と規範意識を涵養するために、校内で共通した指導内容による組織的な

生活指導を実践する。特に、挨拶の励行、頭髪や服装等の身だしなみ、遅刻防止指導の徹底等、

社会的なマナーの主体的な育成指導を重視する。併せて、教職員による日常の生徒の状況把握や

情報の共有化によるいじめ防止、自殺防止に向けた生命尊重の精神や態度の育成、情報モラルの

育成及びよりよい生徒同士の人間関係の形成を外部機関と連携し、組織的かつ継続的に図る。 

４ 自主性や協調性、責任感を高める特別活動及びガイドラインに沿った部活動の振興  

生徒会活動や学校行事、委員会活動、部活動等は、ガイドラインに沿った教員の組織的な支援 

体制により、生徒に成功体験を得させ、自主性や協調性を育成する。また、日野市教育委員会、 

近隣小・中学校や特別支援学校との研究活動や交流活動を積極的に推進する。 

５ 体力づくりと健康・総合安全教育の充実による安心・安全な教育活動の推進  

地域や関係機関と連携した防災教育、交通安全指導を推進する。また、 「TOKYO ACTIVE PLAN for 

students」を参考とし、「体力テスト」の結果に基づいた体力向上に向けた取組を全校体制で推進

する。さらに、総合生徒支援委員会やシニアスクールカウンセラーやスクールカウンセラーとの

連携による相談・支援体制を充実させる。 

 ６ 広報・募集活動の推進  

総務・保健相談部を中心とした組織的な広報活動や募集対策を推進する。とりわけ、新設ホー

ムページの更なる工夫と活用やコンデイションレポート、保護者コミュニケーションシステムの

導入、Ｘ（旧公式Ｔｗｉｔｔｅｒ）、ＳＮＳの利活用により外部に充実した情報発信を積極的に行

い学校の魅力を発信する。また、近隣の中学校や塾、関係団体が主催する進学説明会へ積極的に

参加するとともに、生徒のアンケートを基にした塾説明会を開催する。長期休業日や平日の学校

見学会をより頻繁に開き、内容を充実させる。 

７ 地域との連携を深める取組  

近隣諸学校、施設連携や地域行事等へのより積極的な参加を促し、探究活動に発展させながら、

地域の清掃活動等のボランティア活動を推進する。 

 ８ 学校経営・組織体制の活性化  

   会議の効率化等の働き方改革を推進し、教員のライフワーク・バランスの実現のために、効率 

的な業務の遂行に努める。また、学校評価を活かして、教育課題に対応した適正な予算編成及び 

執行を行う。さらに、改築を機に今後、生徒一人一人に応じたきめ細かな教育環境の整備を推進 

し、未来の東京を担う人材を育成する学校経営の在り方を検討していく。 

 

Ⅲ 今年度の取組目標と方策 

 １ 「学習指導」  

 （１）「考えさせる授業」をすべての教科で実践し、生徒の思考力を高め、判断力、表現力を養い学

校全体で学力向上を図る。 

 （２）文部科学省ＤＸハイスクール推進事業及び新教育課程の整備、観点別評価の研究・統一化 

生徒が CBT 等のデジタル環境を効果的に活用した学びや、学習履歴等のデータ分析・利活用、

先端技術の活用に関する実践的な研究を実施して効率的な学習が進められるよう、各教科単位

で端末の活用方法について研究を行うとともに、観点別評価について校内で統一化を図る。 

（３）大学入試改革対応策としての土曜日活用と各種検定等積極的な指導推進 

 大学入試改革への対応の一環として、土曜日を活用し、各種検定等の指導や補講・大学受験

指導等を行うと共に、実用英語技能検定試験準２級以上の合格者をより増加させる。 

 （４）新学習指導要領及び探究的な学びの整備に向けた校内研修の実施 

探究的な学びの充実を図るため、教員相互の授業参観、若手教員や中堅教員研修の公開授業

を活かした計画的な各教科の研修及び学校全体での校内研修を実施し、新学習指導要領につい

て理解を深め、探究活動を取り入れた指導法の工夫、改善に組織的に取り組む。 
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 （５）地域自然環境教育の効果的な実践 

    地域自然環境と展望台設備を活かした地域自然環境教育の充実を目指し、地域と連携した探

究的な取り組みを全校で組織的・計画的に実践し、予算配分する。 

２ 「進路指導」  

（１）補習・補講の実施 

各学年・各教科が主体となり、地域校外施設なども活用し、平日や土曜活用日、長期休業期

間中の進路対策や学習が遅れがちの生徒を対象にした補習・補講を組織的・計画的に実施する。 

（２）組織的、系統的な進路指導 

第一志望の進路希望の実現に向け、校内及び家庭との情報を積極的に共有し「進路の手引き」

を活用した系統的で年間進路計画に基づいた指導を推進する。 

指導と評価の一体化を進め、進路データを蓄積し、本校の進路指導体制の基盤を構築する。 

（３）探究活動と情報科の授業を活かした大学入試改革への対応 

大学入学共通テストをはじめとした大学入試の動向を分析し、大学入試改革に向けた対応を

図ると共に、探究活動や情報Ⅰ，Ⅱを活かした入試制度にも選択の幅を広げ指導・充実をより

積極的に図る。 

（４）高い目標への挑戦意欲の育成 

文部科学省ＤＸハイスクール推進事業校としての成果を活用すると共に、進路適性を的確に

判断するために、実力テストの結果や進路希望調査、学習履歴等のデータ分析・模擬試験の受

験推進・利活用、先端技術の活用に関する実践的な研究の結果を分析し、ミスマッチを防ぎ、

データに基づいた効果的な進路指導を実践し、蓄積していく。 

 （５）保護者との情報の共有 

保護者会や進路啓発講話、三者面談の実施やホームページ・ＳＮＳ等の活用により、保護者

との情報の共有化を図り、家庭との連携をより深めた進路指導を推進する。 

（６）体験的学習と進路講話  

生徒が適切な進路選択が行えるよう体験的学習（上級学校訪問や大学等の体験授業、職場体

験等）や大学教員や学生、企業等の講師による進路講話等を積極的に活用する。 

３ 「生活指導」  

（１）交通安全教育の徹底、ルールやマナー及び情報モラルを遵守する指導 

本校の生徒指導方針に基づき、指導内容の共通理解を図り、授業や集会等あらゆる場面で時

間と安全を意識した行動を徹底させ、授業や集会における規律、ルールやマナーを遵守する指

導を組織的に行う。また、命にかかわる交通安全に関心を持たせ、自転車ヘルメットの着用を

あらゆる機会で積極的に使用するような指導の工夫を行う。家庭とも連携して携帯電話や一人

1 台端末を適切に使用するための情報モラルの育成をより図る。 

（２）身だしなみの指導 

頭髪や服装などの身だしなみについて、行事や進路活動時の統一した基準で年間を通して計

画的、継続的に指導する。普段の学校生活においては生徒の意見を取り入れた柔軟なルールの

適用も検討・指導する。 

（３）遅刻防止及び盗難防止指導 

家庭と連携し、遅刻防止指導を重点的に推進し、3 割減少を目指す。また、スクールサポー

ターの巡回など外部機関との連携を進め、盗難防止指導等を徹底する。 

（４）いじめや自殺防止の対応 

教員、保護者、生徒向けの研修や生徒総合支援機能を充実させ、体罰、性暴力、不適切指導

の禁止、いじめの未然防止・早期対応や自殺防止に関する情報の共有を組織的に図ると共に、

アンケートやＳＣ相談等を活用し早期発見に努める。 
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いじめ等が発生した場合は、学校いじめ対策委員会など、組織として素早く対応し、外部関

係機関、弁護士等の専門家とも連携した積極的な解決を図る。 

 （５）保健相談機能を充実させ、相談しやすい学校づくりを推進する 

    総務・保健相談部を中心に、全校集会や学年集会でＳＯＳの出し方に関する教育の実施や相

談先の周知等に努めるとともに、生徒総合支援委員会を定期的に開催し、心配な生徒の情報共

有を行い、不登校・中途退学の未然防止や早期支援等に努める。 

４ 「特別活動・部活動」  

（１）特別活動の充実 

生徒の意欲的な取組を支援し、体育祭、文化祭、合唱祭の学校行事や修学旅行等の学年行事、

生徒会活動、委員会活動に主体的に取り組ませ、共に創らせながら充実を図る。 

授業等で養った思考力、判断力、表現力を学校行事や部活動、ホームルーム活動等のあらゆ

る場面で活かし、帰属意識の向上を図る。 

（２）部活動の充実 

ガイドラインに明確に基づいた部活動を推進する。部活動への生徒加入を奨励する。活動時

間内での創意工夫を生徒に促すとともに学習も疎かにしない態度を育成する。運動部・文化部

活動の意欲的な推進を目指す取組を基盤として、運動部・文化部共に全国大会を目指し、活動

の充実を図る。その成果を部活動発表会や学校説明会等で中学生、地域等に積極的に発信して

いく。「都立学校における部活動の特別強化プロジェクト」Premiere Club（Tier1）の指定校

として、都民の期待に応える上位校を目指していくとともに、他の部活動にも波及させていく。 

 （３）近隣関係学校との交流 

日野市内中学校を主に対象とした「日野カップ」等を実施するとともに部活動や生徒会活動

における近隣小・中学校や特別支援学校、大学等との交流を定着させ、更に充実させる。 

Tokyo-IBL ハイスクール事業の指定校を通して高校間で連携した協働的な探究学習や、小・

中学校等との交流による地域課題等への探究活動に取り組む。 

 ５ 「体力向上と健康づくり」  

（１）体力テストを活用した体力向上 

「TOKYO ACTIVE PLAN for students」を参考とし体力テストの結果を活用した体力向上に向

けた取組をＩＣＴの活用を図り推進する。体力向上の取組は学校 2020 オリンピック・レガシ 

ーとしていく。 

 （２）健康・安全に留意した実践的な態度の育成 

地域合同防災訓練や避難訓練の効果的な実践指導計画や心身の健康に関わる健康講話、交通

安全教室の実施により、生涯に渡って主体的に健康・安全に留意した生活習慣を身に付けさせ

る。また、自転車の通学時のヘルメット着用等命にかかわる安全を最優先に考えることができ

るよう指導及び取組み体制を強化する。 

（３）校内美化・清掃の徹底 

リサイクルの徹底やゴミの分別、持ち帰り、行事前等の全校美化週間設定により、学校生活

における環境を整理・整頓し、校内美化・清掃の徹底を図る。 

６ 「広報・募集活動」  

（１）新設学校ホームページと日野高ニュース、Ｘ（旧公式Ｔｗｉｔｔｅｒ）とＳＮＳの活用 

新しい学校ホームページの内容を充実させるために、ホームページ内の日野高ニュースやほ

ぼ毎日更新しているＸ（旧公式Ｔｗｉｔｔｅｒ）、ＳＮＳの活用により、学習や行事の様子、

部活動の成果やお知らせを積極的に情報発信し、学校の魅力や強みをアピールする。 

（２）本校への志願者を増やす取組 

生徒主体の学校説明会の実施や出張説明会、模擬授業や部活動体験、中学校への出前授業、

学習塾訪問や塾説明会を計画的、効果的に実施すると共に、業者作成の学校動画や新校舎写真
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データ等を有効活用し、広く本校の強みの周知を図ると共に、文化祭や学校説明会への来校者

を増やす取組の充実を図る。 

 ７ 「地域連携」  

（１）地域と連携した探究活動やボランテイア、近隣清掃 

天文台の活用を積極的に図ると共に、地域の施設や日野市教育委員会、地域の小・中学校と

連携した探究活動を推進する。また、通学路などの近隣の清掃を学期に１回実施し、積極的に

地域に奉仕する。 

（２）地域行事や関係学校行事への参加 

部活動や生徒会等による地域行事への参加や近隣の小・中・高・特別支援学校、大学等との

共催行事等を積極的に計画し、学校全体での参加の機会を新たに設定する。 

８ 「学校経営・組織体制」   

（１）服務事故の防止 

いじめの未然防止、早期発見、早期対応に対する認識や生徒支援の考え方を悉皆研修により

統一した内容で指導できるようにする。教職員による生徒に対するす不適切指導や暴力（性暴

力を含む）、暴言等の未然防止、個人情報の保護や流失防止、生徒の答案の誤廃棄など、事故

防止に向けた分掌や学年、教科、部活動等あらゆる指導場面での複数人による複数回の組織的

対応により服務事故防止の徹底を図る。 

（２）業務縮減及び働き方改革の推進に向けた取組 

委員会等組織の改編・見直しや会議のオンライン・ペイパーレス化等で効率化を図り、業務

縮減に向けた取組を推進する。また、自己申告面接等を通して、服務・勤務状況を確認すると

ともに、１５日以上の有給休暇や男性職員の育休等の取得を進め、メリハリをつけた働き方改

革を推進する。 

（３）特別支援教育の充実 

関係機関や近隣の特別支援学校・拠点校との情報の共有化や連携については複数配置した特

別支援コーデイネーターを中心に分担し、支援の内容を深め、組織的な特別支援教育を推進す

る。また、相互に学校運営連絡協議会委員となりお互いの学校理解を促進する。 

 （４）経営企画室、その他 

    教育職員と連携した教育活動をとおして経営企画室の経営参画力向上を図る。予算編成、 

執行等ではセンター執行率を増加させ、特別予算を適切に運用する等コスト管理を進める。 

生徒、教職員の安心・安全な学校生活の確保へ、施設･設備の警備・点検・整備を日々徹底す 

る。新校舎の教室活用、清掃・整備にあたっては、円滑に進むよう総務・保健相談部と連携し、 

組織的な調整を図る。 

 

Ⅳ 今年度の重点数値目標（下記の数値は、令和６、７年度の実績数値である。令和８年度は２年間

の平均値または２年間での最大値を超えることを目標とする。） 

  ※各項目：上段令和６年度数値 

       下段令和７年度数値 → 令和８年度数値  

              

 １ 生徒募集  

 （１）入選中進対倍率   1.45 倍         （２）入選推薦募集倍 3.38 倍 

             1.87 倍 → 1.66 倍             3.92 倍 → 3.65 倍 

  

（３）入選一次募集倍率 1.47 倍 

             1.74 倍 → 1.61 倍     
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 ２ 大学等進学実績  

 （１）（GMARCH）           （２）（成成明武） 

現役合格者数  8 名           現役合格者数   6 名 

            7 名 → 32 名             1 名 → 7 名 

 （３）（日東駒専）          （４）（早慶上理） 

    現役合格者数  46 名          現役合格者数  0 名 

                 71 名 → 90 名              0 名 → 2 名 

（５）（国公立大学） 

   現役合格者数 1 名        （６）進路決定率    90％ 

          1 名 → 2 名               91％ → 93％ 

 

３ 学校生活満足度  

 （１）生徒の満足度  

〇「学習指導」74％        〇「入学して良かった（総合）」  90％ 

              86％ → 86％                   90％ → 92％ 

 （２）保護者の満足度 

   〇「学習指導」72％             〇「入学させて良かった（総合）」93％ 

          78％ → 80%                                       96% →  96％    

  

４ 授業外学習支援  

 （１）実用英語技能検定準２級以上合格者数  130 名 

                                             111 名 → 135 名 

 （２）長期休業中の補習・補講時間   延べ   260 時間  

                       310 時間 → 320 時間 

                       

 ５ 部活動  

   部活動加入率 85％ 

          85％ → 90％  

  部活動満足度  74％ 

         77％ → 80％ 

 

６ ホームページ更新回数 185 回 

             340 回 → 350 回  

 

７ 年間遅刻延べ回数 5678 回 

           4751 回 → 4600 回 


